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あらまし：映像フィードバックシステムは，「映像で自分の実技を振り返る」，「授業とリアルタイムで

教員と受講者からの評価が得られる」，などの機能を有している．鎌倉女子大学においては，この映像

フィードバックシステムを利用し，養護教諭養成課程の学生を対象とした学生参加型の授業を実践して

いる．本稿では，「養護活動実習」授業の実践より得られた結果について報告する． 
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1. はじめに 

近年，大学教育においては，新しい社会を創出で

きる人材の養成が求められ，それに応える形で大学

の教育改革が進展する中，問題発見力や問題解決力，

そしてそれらの基盤となる批判的思考力などを習得

させる試みが様々な形で行われている．特に，「学生

の自らの思考を促す能動的な学習」アクティブ・ラ

ーニングについて，議論が高まり，多くの研究や実

践が行われている(1)．アクティブラーニングは，授

業形態において「学生参加型授業」「協調学習・共同

学習」「PBL(Probrem-Based Learning」など，研

究の視点や授業の目的によって様々に呼ばれている． 

本稿では，映像フィードバックシステムを活用し

た学生参加型授業の実践および教育効果の検証に係

る研究(2),(3)の一環として，養護教諭養成課程専門教

育科目「養護活動実習」における実技指導において

映像フィードバックシステムを利用した効果につい

て，授業前後の学生の反応，学生のアンケート結果

から報告する． 

 

2. 本演習の目的 

「養護活動実習」は，養護活動で必要な知識・技

術を習得することを教育目標としている．その中で，

身体測定器具の操作は全員が器具の扱いに慣れ，保

健指導までを含めた実践的な技術を身につけるため

に時間がかかる．この点で，実技演習が重要であり，

自分の映像を見ることを取り入れることが適してい

ると考えられる． 

そこで，本研究においては，映像フィードバック

システムを取り入れた授業が実技指導にどのような

効果をもたらすものか検討するとともに，学生の主

体的・能動的な学びを引き出す教授法の検討資料を

得ることを目的とした． 

3. 実践内容 

3.1 方法 

映像フィードバックシステムとして，PF-NOTE

（株式会社内田洋行・株式会社フォトロン）を用い

た．ビデオカメラによる録画と同時に，評価者の手

元のクリッカーからの信号をレシーバーで受け記録

し，映像と評価者からの内容をＰＣ画面で再生する

ことができる．機器の配置を図１に示す． 

学生が身長計測の実技を行う様子を前方 1.5m か

ら撮影した．実技中，他の学生は，「良い」と思った

瞬間にクリッカーのボタンを押し評価を行った．実

施対象は養護教諭養成課程の 2年生 49 名である． 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１実技場面とシステム配置 

 
3.2 演習の目標と教示内容 

身長計測の目標および学生への教示は次のように

行っている． 

目標：技術水準に則して正確に測定できる 

教示：目標を達する上で，次の 2点を注意する． 

①模擬生徒を正確に立たせ，水平に測定する． 

  ②必要に応じて保健指導の機会とする． 
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3.3 授業展開 

2 時限続きの授業で，まず，第 1 時限目では映像

フィードバックシステムを用いず，計測実技に続い

て振り返りと評価を口頭で行い，続いての第 2 時限

目は，映像フィードバックシステムを用い，録画後，

映像を見ながら振り返り学習と評価を行った．授業

展開は以下のとおりである．  
(1)授業方針の説明 

 学生個々の技術の向上に役立てるために映像フィ

ードバックシステムを用いることを説明した． 

(2)実技練習 

 前回の授業で練習したことの復習を口頭で行った． 

(3)録画とクリッカーの練習 

 クリッカー操作の練習と画面表示の確認を行った． 

(4)録画 

 約 2分ずつ実技を行う様子を連続して録画した． 

(5)フィードバック 

第 1 時限目は，終了後，教員は気になる点や改善

すべき点について口頭でコメントした．第 2時限目

は，映像による振り返りの中で，その都度再生を止

めて，コメントした． 
 

4. 結果と考察 

第 1，2 時限の終了後，相互評価，映像での振り返

り学習への興味や関心について，択一式と自由記述

式のアンケートを実施した． 
 

4.1 映像録画への関心度比較 

 「自分の実技を映像で振り返る」ことについての

関心意欲」を 4 段階で回答を求めたところ，映像フ

ィードバックシステムを用いない第１時限目では意

欲的 72%，意欲的でない 18%であったが，第 2時限目

終了時は意欲的 82%，意欲的でない 2%であった． 

 また，自由記述による感想では，自分の映像を見

て改善点を見出すことができた，客観的に自分を見

ることができた，との回答が多く，このシステムの

利用が技術習得に有意義であったと考えられる． 

  

4.2 計測技術を身につける上で役に立ったこと 

計測技術を身につける上で役に立ったことについ

て「教科書の図の解説」，「個別の指導や自習」，「教

員の説明」，「映像による自分の実技の確認」の 4項

目で順位付けを求めた．図２は 4 項目の順位の割合

を示したものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 技術習得に役に立ったこと 

「映像による自分の実技」を1位とした学生は41%，

4 位とした学生は 24%，「教員からの言葉による説明」

を１位とした学生が 37%であった．また，「個別学習

や自習」を 2 位とした学生は 37%と多く，総合的に，

「教員からの言葉による説明」「映像による自分の実

技」「教科書の図の解説」「個別指導や自習」の順で

役だったという結果となった． 

 

4.3 相互評価への関心 

相互評価に関し，「皆から評価を受けたこと」につ

いての感想と，「皆の評価をしたこと」についての感

想を自由記述で求めた． 

「評価を受けたこと」では，クリッカーによる評価

において，時系列で評価が得られることの有効性と

共に，評価を上げる工夫についての回答が多く，事

前説明に工夫が必要であることがわかった． 

 次に，「評価をしたこと」では，挙手による評価に

おいて，考えを共有できることや意見発表に意欲的

姿勢を示す回答が多かったことに対し，クリッカー

による評価においては，機器を使った評価の目新し

さ，グラフ表示からの気付きとともに，具体的な基

準を求める回答があった．クリッカーによる評価で

は，評価結果が数値，グラフなどで可視化されるた

め，評価基準の具体化と評価中の再確認などが必要

である． 

 

5. おわりに 

養護教諭養成課程の学生を対象とした映像フィー

ドバックシステムを利用した「養護活動実習」の実

践内容と結果について報告した． 

本システムの効果的な活用についてさらに事例を

重ね，学生の授業参加意識，意欲向上に効果的な教

授法の検討をしていく予定である． 
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